
磯
昭
三
郎
さ
ん（
小
貫
金
網
製
作
所
）

経験と技能、後輩へ伝える
金網を溶接して年

大川鉄工所

社
内
溶
接
競
技
会
を
初
開
催

社
内
業
務
把
握
し
提
案
力
加
速

金
属
弱
め
る
水
素
を
見
る

東
北
大
、新
た
な
観
察
手
法
開
発

ミ
ャ
ン
マ
ー
機
関
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

技
能
実
習
生
受
入
の
企
業
向
け
に

国
交
省
、新
型
コ
ロ
ナ
予
防
策

現
場
工
事
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
示
す
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金網を手にする磯さん

社内溶接競技会で課題に臨む参加選手

優勝した小山氏

　
大
川
鉄
工
所
（
北
海
道

小
樽
市
）
は
１
９
１
９
年

に
鍛
冶
屋

か

じ

や

と
し
て
創
業
し

た
Ｈ
グ
レ
ー
ド
の
鉄
工
所

で
、
昨
年
に
１
０
０
周
年

を
迎
え
た
。
企
業
ビ
ル
や

病
院
、
事
務
所
な
ど
商
業

用
の
建
物
を
主
軸
と
し

た
、
鉄
骨
な
ど
の
溶
接
加

工
を
行
う
同
社
で
、
２
０

１
３
年
に

歳
と
い
う
若

さ
で
４
代
目
の
社
長
に
就

任
し
た
大
川
晃
弘
氏
は
、

「
自
分
の
代
で
は
、
部
署

ご
と
で
は
な
く
、
各
々
が

自
社
業
務
の
全
容
を
把
握

で
き
て
い
る
状
態
を
作

る
」
と
目
標
設
定
し
た
と

い
う
。

　
そ
の
一
貫
と
し
て
、
同

社
で
は
６
月
１
日
に
初
開

催
と
な
る
社
内
の
溶
接
競

技
会
を
実
施
し
、

人
が

参
加
。
溶
接
技
能
者
以
外

に
も
、
設
計
部
門
か
ら
２

人
、
営
業
部
門
１
人
、
外

国
人
技
能
実
習
生
５
人

と
、
部
門
や
国
籍
を
問
わ

ず
参
加
し
、
日
常
業
務
で

主
軸
と
な
る
溶
接
作
業
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
各
々

が
自
社
業
務
へ
の
理
解
を

深
め
た
。

　
競
技
時
間
は

分
間
。

Ｈ
鋼
に
ス
チ
フ
ナ
ー
プ
レ

ー
ト
と
い
う
補
強
材
を
炭

酸
ガ
ス
半
自
動
溶
接
で
接

合
す
る
と
い
う
内
容
で
、

溶
接
未
経
験
者
は
直
前
の

１
週
間
、
毎
日
１
時
間
ず

つ
練
習
し
て
当
日
に
臨
ん

だ
。

　
優
勝
し
た
の
は
溶
接
班

の
小
山
昌
夫
氏
で
、
今
回

の
優
勝
に
対
し
て
「
社
内

に
４
人
し
か
い
な
い
溶
接

専
任
技
能
者
と
し
て
勤
務

し
て
い
る
た
め
、
勝
つ
の

が
当
た
り
前
と
い
う
環
境

下
で
の
溶
接
作
業
は
緊
張

し
、当
日
は
手
が
震
え
た
。

危
険
行
為
や
作
業
手
順
な

ど
も
評
価
項
目
だ
っ
た
た

め
、
多
く
の
従
業
員
の
前

で
、
い
つ
も
通
り
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
て
ホ

ッ
と
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　
直
前
に
行
っ
た
溶
接
未

経
験
者
へ
の
教
育
に
つ
い

て
は
、
「
ベ
ト
ナ
ム
人
の

技
能
実
習
生
に
溶
接
を
教

え
る
時
に
は
ゆ
っ
く
り

と
、
簡
単
に
、
実
践
を
交

え
て
教
え
る
よ
う
に
気
を

つ
け
て
い
た
が
、
言
葉
が

通
じ
る
日
本
人
に
教
え
る

こ
と
で
、
教
え
る
時
に
言

葉
足
ら
ず
に
な
り
が
ち
な

部
分
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
の
後
進
へ

の
教
育
に
生
か
し
た
い
」。

溶
接
の
持
つ
最
大
の
魅
力

は
「
か
け
た
時
間
が
そ
の

ま
ま
技
術
力
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
」
だ
と
い
う
。

　
大
川
社
長
は
「
社
内
で

の
溶
接
競
技
会
と
い
う
提

案
は
、
現
場
従
業
員
か
ら

上
が
っ
て
き
た
も
の
だ
。

競
技
会
の
開
催
に
は
満
足

し
て
お
り
、
今
後
は
年
に

２
回
の
開
催
を
目
標
と
し

て
い
る
。
社
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

取
り
入
れ
て
、
現
場
の
従

業
員
と
も
積
極
的
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

よ
う
に
努
め
て
き
た
の

で
、
１
人
で
は
思
い
つ
き

も
し
な
か
っ
た
ア
イ
デ
ィ

ア
が
飛
び
込
ん
で
き
た
こ

と
は
成
果
だ
と
思
っ
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

　
小
樽
市
は
、
市
と
し
て

人
口
減
少
が
続
き
、
も
の

づ
く
り
現
場
で
は
技
能
者

不
足
に
よ
る
倒
産
が
相
次

い
で
い
る
。大
川
社
長
は
、

「
創
業
か
ら
１
０
０
年
で

状
況
は
大
き
く
変
化
し
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
続
け

る
市
場
や
ニ
ー
ズ
を
正
確

に
拾
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
の
は
、
失
っ
て
は
い

け
な
い
技
術
を
見
極
め
継

承
し
続
け
る
こ
と
と
、
安

全
の
徹
底
だ
」と
語
っ
た
。

　
そ
の
う
え
で「
例
え
ば
、

ロ
ボ
ッ
ト
を
取
り
入
れ
る

場
合
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
で
き

る
業
務
と
、
で
き
な
い
業

務
を
正
確
に
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
。
正
確
に
把
握

す
る
に
は
、
前
工
程
や
後

工
程
の
情
報
も
必
要
で
、

社
内
業
務
全
体
を
把
握
す

る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な

提
案
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
は
、
余
裕
を
持

っ
た
作
業
に
も
つ
な
が
る

た
め
、
安
全
性
も
向
上
に

も
有
効
だ
。
正
確
に
業
務

を
把
握
し
て
、
そ
こ
か
ら

１
人
ひ
と
り
が
知
恵
を
出

し
合
い
、
実
現
し
て
い
く

こ
と
で
、
会
社
も
人
材
も

成
長
し
て
い
け
る
と
信
じ

て
い
る
」
と
ビ
ジ
ョ
ン
を

口
に
し
た
。

　
東
北
大
学
金
属
材
料
研

究
所
は
６
月
４
日
、
耐
環

境
材
料
学
研
究
部
門
の
小

山
元
道
准
教
授
ら
が
、
電

子
顕
微
鏡
（
走
査
型
電
子

顕
微
鏡
＝
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）
を
用

い
て
、
水
素
が
金
属
の
内

部
構
造
に
影
響
を
与
え
て

い
る
様
子
の
経
時
変
化
を

ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
で
観
察
す

る
手
法
を
開
発
し
た
と
発

表
し
た
。

　
水
素
は
金
属
を
弱
く
す

る
。
特
に
高
強
度
金
属
で

は
水
素
の
影
響
が
顕
著

だ
。
例
え
ば
、
金
属
部
材

が
水
素
ガ
ス
に
曝
さ
れ
る

と
水
素
原
子
が
金
属
中
に

侵
入
し
、
金
属
が
壊
れ
や

す
く
な
る
の
で
、
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
イ
ン
フ

ラ
用
構
造
部
材
に
高
強
度

金
属
を
応
用
す
る
時
の
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
水
素
が

金
属
を
壊
れ
や
す
く
す
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
な
ど

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

を
阻
む
大
き
な
原
因
の
一

つ
が
見
る
こ
と
の
難
し
さ

で
あ
る
。
水
素
は
最
小
の

原
子
な
の
で
、
金
属
中
で

動
き
回
り
、
時
に
は
金
属

の
外
に
飛
び
出
し
て
し
ま

う
。
こ
の
た
め
、
水
素
の

動
き
に
合
わ
せ
て
刻
一
刻

と
変
化
す
る
金
属
の
内
部

構
造
を
、
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル

で
時
間
を
気
に
し
な
が
ら

見
る
必
要
が
あ
る
。

　
同
研
究
で
は
、
電
子
チ

ャ
ネ
リ
ン
グ
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
法
と
い

う
手
法
を
用
い
て
、
水
素

添
加
し
た
金
属
の
内
部
構

造
の
経
時
変
化
を
ナ
ノ
ス

ケ
ー
ル
で
見
る
こ
と
に
成

功
し
た
。

　
同
手
法
は
、
他
の
手
法

と
比
べ
て
対
象
と
す
る
試

料
形
状
の
制
約
が
小
さ
い

た
め
、
様
々
な
形
状
の
金

属
片
中
お
よ
び
負
荷
環
境

で
の
水
素
の
影
響
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
高

強
度
か
つ
水
素
に
強
い
材

料
を
開
発
す
る
た
め
、
同

手
法
は
水
素
関
連
研
究
全

般
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　
小
貫
金
網
製
作
所
（
埼

玉
県
川
口
市
、
小
貫
好
弘

社
長
）
は
１
９
２
５
年
に

創
業
し
、
現
在
で
は
特
殊

金
網
製
作
や
販
売
に
加
え

て
、
テ
ィ
グ
溶
接
な
ど
を

用
い
た
板
金
加
工
や
レ
ー

ザ
加
工
を
手
掛
け
る
。

　
磯
昭
三
郎
さ
ん
（

）

は

歳
の
時
に
同
社
に
入

社
し

年
以
上
金
網
の
製

作
に
携
わ
り
、
ス
ポ
ッ
ト

溶
接
機
な
ど
を
用
い
た
金

網
の
抵
抗
溶
接
な
ど
も
約


年
に
わ
た
り
行
っ
て
き

た
。

　
磯
さ
ん
は
「
金
網
の
溶

接
は
定
ま
っ
た
寸
法
も
な

く
、
薄
い
の
で
少
し
の
狂

い
に
よ
り
、
直
ぐ
に
破
れ

て
し
ま
う
。
う
ま
く
溶
接

で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は

や
は
り
経
験
だ
」と
語
る
。

現
在
で
は
製
品
の
溶
接
を

す
る
時
間
は
少
な
く
な
っ

た
が
、
自
身
の
技
能
を
後

輩
の
溶
接
士
に
伝
承
す
る

た
め
日
々
、
指
導
に
あ
た

っ
て
い
る
。

　
同
社
は
戦
前
、
鋳
物
の

町
と
し
て
栄
え
た
川
口
市

で
鋳
物
工
場
の「
ふ
る
い
」

で
使
用
す
る
金
網
の
修
理

を
手
掛
け
る
企
業
と
し
て

創
業
し
た
。
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
同
市
内
の
鋳
物

産
業
は
衰
退
し
、
鋳
物
工

場
も
減
少
す
る
な
か
で

「
ふ
る
い
」
で
使
用
す
る

以
外
の
理
化
学
・
工
業
用

の
特
殊
金
網
の
製
作
販
売

も
手
掛
け
る
よ
う
に
な

る
。
さ
ら
に
、
地
域
工
業

の
需
要
に
合
わ
せ
て
、
板

金
加
工
、
レ
ー
ザ
加
工
事

業
も
展
開
。

　
現
在
で
は
本
社
と
同
じ

町
内
に
溶
接
な
ど
で
金
網

加
工
や
板
金
加
工
を
行
う

第
１
工
場
、
切
断
や
曲
げ

な
ど
の
レ
ー
ザ
加
工
を
行

う
第
２
工
場
が
点
在
し
て

い
る
。
第
１
工
場
の
１
階

は
板
金
加
工
、
２
階
は
金

網
の
製
作
を
行
う
作
業
場

と
な
っ
て
い
る
。

　
数
年
前
か
ら
、
磯
さ
ん

は
金
網
を
溶
接
す
る
こ
と

は
少
な
く
な
り
、
溶
接
前

に
金
網
を
丸
め
る
作
業
や

後
進
の
金
網
に
お
け
る
溶

接
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

　
金
網
の
溶
接
に
つ
い
て

磯
さ
ん
は
「
金
網
は
抵
抗

溶
接
で
網
目
を
接
合
す
る

が
、
網
目
が
小
さ
い
と
少

し
の
ズ
レ
に
よ
っ
て
金
網

が
溶
け
た
り
、
穴
が
開
い

て
し
ま
う
。
破
れ
な
い
よ

う
に
溶
接
す
る
た
め
に
は

ま
ず
、
丁
寧
に
や
る
こ
と

が
大
事
。
ま
た
、
チ
ッ
プ

の
先
端
部
を
滑
ら
か
に
す

る
こ
と
で
設
置
面
積
を
拡

げ
て
溶
接
時
に
熱
を
う
ま

く
分
散
さ
せ
る
工
夫
も
し

て
い
る
。
チ
ッ
プ
を
当
て

る
時
間
や
タ
イ
ミ
ン
グ
、

電
流
電
圧
な
ど
の
微
調
整

は
経
験
に
よ
っ
て
覚
え
て

い
く
し
か
な
い
」

　
同
社
の
金
網
に
使
用
す

る
溶
接
機
は
ハ
ン
デ
ィ
ー

ト
ー
チ
式
の
ス
タ
ッ
ド
ボ

ル
ト
溶
接
機
や
マ
イ
ク
ロ

ス
ポ
ッ
ト
溶
接
機
に
加
え

て
、

年
前
か
ら
あ
る
と

い
う
踏
み
込
み
式
の
エ
ア

ー
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
機
も
工

場
内
で
健
在
だ
。

　
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
溶

接
機
を
見
な
が
ら
「
こ
の

古
い
溶
接
機
と
と
も
に
自

分
も
同
社
で
金
網
の
製
作

を
頑
張
っ
て
き
た
」
と
懐

か
し
む
。

　
磯
さ
ん
が
同
社
に
入
社

し
た
き
っ
か
け
は
中
学
校

を
卒
業
後
に
親
戚
で
も
あ

っ
た
創
業
者
の
小
貫
角
二

氏
か
ら
「
我
が
社
で
働
か

な
い
か
」
と
声
を
か
け
ら

れ
た
こ
と
だ
と
い
う
。

　
「
先
代
社
長
が
自
分
の

地
元
で
あ
る
栃
木
県
に
狩

猟
で
遊
び
に
き
て
お
り
、

そ
の
時
に
話
が
ま
と
ま
っ

た
。
先
代
社
長
の
狩
猟
用

の
鉄
砲
を
か
つ
い
だ
ま
ま

電
車
に
乗
り
、
そ
の
ま
ま

川
口
市
に
あ
る
同
社
に
入

社
し
た
。
そ
れ
以
来
、
同

社
で

年
以
上
金
網
づ
く

り
に
携
わ
っ
て
き
た
」

　
現
在
、
磯
さ
ん
の
金
網

に
お
け
る
溶
接
技
能
な
ど

を
伝
承
す
る
た
め
に
３
人

の
後
輩
へ
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
一
番
年
下
の
溶
接

士
は

代
で
親
子
以
上
の

年
齢
差
が
あ
る
。

　
磯
さ
ん
は
後
輩
へ
「
金

網
の
溶
接
は
確
か
に
難
し

い
が
、
失
敗
し
て
も
や
り

続
け
る
こ
と
が
大
事
。
自

分
も
不
器
用
な
分
、
実
直

に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
結
果
、
金
網
を

こ
こ
ま
で
精
密
に
製
作
で

き
る
の
は
当
社
し
か
い
な

い
と
い
う
信
頼
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
エ

ー
ル
を
送
る
。

　
溶
接
事
業
所
に
お
い
て

も
外
国
人
技
能
実
習
生
の

受
け
入
れ
が
進
む
な
か
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
認
定
の

送
り
出
し
機
関
で
あ
る
ミ

ャ
ン
マ
ー
・
ユ
ニ
テ
ィ
・

日
本
駐
在
営
業
部
（
東
京

・
中
央
区
）は
５
月

日
、

技
能
実
習
生
や
特
定
技
能

人
材
の
受
け
入
れ
を
検
討

し
て
い
る
日
本
の
企
業
や

監
理
団
体
・
登
録
支
援
機

関
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

＝
写
真
＝
の
発
行
を
開
始

す
る
と
発
表
し
た
。

　
同
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
無
料
で
申
込
が
可

能
。
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で

は
外
国
人
技
能
実
習
生
や

特
定
技
能
制
度
に
つ
い
て

の
説
明
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
と

い
う
国
の
情
報
や
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
の
特
徴
に
つ
い
て

内
容
を
ま
と
め
た
。

　
送
り
出
し
機
関
は
外
国

人
材
の
母
国
に
お
い
て
技

能
実
習
生
を
募
集
し
、
実

習
生
の
選
抜
や
来
日
前
の

日
本
語
教
育
を
行
う
。
同

機
関
は
、
こ
れ
ま
で
に
溶

接
、
金
属
加
工
、
建
設
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
職
種

で
、
約
１
２
０
０
人
の
ミ

ャ
ン
マ
ー
人
の
技
能
実
習

生
を
日
本
企
業
に
送
り
出

し
て
き
た
。

　
若
い
世
代
の
製
造
現
場

離
れ
、
労
働
人
口
の
多
い

団
塊
世
代
の
引
退
に
よ
る

人
手
不
足
な
ど
の
背
景
も

あ
り
、
鉄
骨
フ
ァ
ブ
リ
ゲ

ー
タ
ー
、
造
船
所
、
板
金

工
場
な
ど
溶
接
工
程
の
あ

る
製
造
現
場
で
は
外
国
人

技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ

が
進
ん
で
い
る
。

　
一
方
で
昨
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
た
特
定
技
能
に

お
い
て
も
製
造
業
、造
船
、

建
設
な
ど
溶
接
が
関
わ
る

分
野
が
指
定
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の

業
種
で
は
外
国
人
技
能
実

習
生
の
受
け
入
れ
の
状
況

と
比
較
す
る
と
わ
ず
か
な

動
き
と
な
っ
て
い
る
。

　
田
中
甚
吉
氏
（
た
な
か

・
じ
ん
き
ち
）
　
６
月
９

日
死
去
、

歳
。
葬
儀
は

６
月

日
、
籠
原
駅
前
葬

祭
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県
熊

谷
市
籠
原
南
１

３
）
で

近
親
者
に
よ
り
執
り
行
っ

た
。

　
大
阪
大
学
工
学
部
溶
接

学
科
卒
業
後
、
日
本
鋼
管

（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
）

で
溶
接
研
究
室
長
な
ど
を

務
め
、
高
張
力
鋼
の
溶
接

研
究
に
携
わ
っ
た
。
日
本

溶
接
協
会
の
溶
接
管
理
技

術
者
認
証
委
員
会
を

年

間
務
め
る
な
ど
の
功
績

で
、
２
０
１
１
年
度
日
本

溶
接
協
会
賞
貢
献
賞
を
受

賞
し
た
。
著
書
に
「
高
張

力
鋼
溶
接
の
実
際
」
（
共

著
、
産
報
出
版
）
な
ど
。

　
国
土
交
通
省
は
「
建
設
業
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
示

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
予
防
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
同

省
は
建
設
業
に
お
い
て
は
「
社
会

資
本
整
備
の
担
い
手
で
あ
る
と
同

時
に
、
災
害
時
に
は
最
前
線
で
地

域
社
会
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を

担
う『
地
域
の
守
り
手
』と
し
て
、

そ
の
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
し
、
公
共
工

事
や
電
力
、
ガ
ス
な
ど
の
社
会
イ

ン
フ
ラ
関
連
工
事
は
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
と
す
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
感
染
防

止
の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、
「
事
業
者
は
建
設
現
場
の

立
地
や
工
事
内
容
を
踏
ま
え
、
現

場
に
移
動
す
る
自
動
車
内
や
移
動

経
路
、
立
寄
先
や
通
勤
経
路
を
含

む
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
従
業
員

等
の
感
染
を
防
止
す
る
よ
う
努
め

る
」
と
し
、
「
三
つ
の
密
」
が
生

じ
、
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
発
生
リ
ス

ク
の
高
い
状
況
を
回
避
す
る
た

め
、
最
大
限
の
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
と
し
た
。

　
具
体
例
と
し
て
、
従
業
員
や
一

人
親
方
を
含
む
作
業
員
に
対
し
、

出
勤
前
に
体
温
や
体
調
の
確
認
を

行
う
。
勤
務
中
に
体
調
が
悪
く
な

っ
た
者
は
帰
宅
さ
せ
、
自
宅
待
機

と
す
る
。
ま
た
、
現
場
で
は
体
温

測
定
や
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、
朝

礼
や
点
呼
、
更
衣
室
で
の
着
替
え

や
詰
め
所
で
の
食
事
な
ど
３
密
」

を
避
け
る
措
置
を
講
じ
る
。

　
密
閉
空
間
で
の
作
業
で
は
、
他

の
作
業
員
と
２
㍍
の
距
離
を
保

ち
、
作
業
場
所
の
換
気
を
行
う
な

ど
の
対
策
を
行
う
。

　
内
装
工
事
や
仮
設
の
昇
降
機
内

な
ど
狭
い
空
間
に
多
人
数
が
集
ま

る
際
は
、
工
事
エ
リ
ア
ご
と
に
区

画
を
設
定
し
て
人
数
制
限
を
設
け

る
他
、
換
気
装
置
の
設
置
な
ど
を

行
う
な
ど
の
措
置
を
行
う
。


